
2017 年度 水辺の自然再生共同シンポジウム   

 

テーマ  よみがえる魚たちⅢ-里山・里地の自然再生と侵略的外来種の総合的防除 

開催期日 2017年 10月 21日（土） 

会 場  東京環境工科専門学校（東京都墨田区江東橋） 

主 催  NPO法人シナイモツゴ郷の会、旧品井沼周辺ため池群自然再生協議会  

全国ブラックバス防除市民ネットワーク、ナマズのがっこう 

次 第 
 

挨拶  二宮景喜（シナイモツゴ郷の会理事長）       

 

第 1部 10：10～12：00   座長 佐藤弘樹（シナイモツゴ郷の会） 

生き物であふれる里山・里地の復元を目指して 

（1）基調講演・里山のため池でブラックバスを根絶、里地の小川でメダカやウナギを 

復元した戦略と戦術 高橋清孝（シナイモツゴ郷の会）30分 

（2）国の取り組み 

・絶滅危惧種を保全する国の取り組み 番匠克二（環境省自然環境局野生生物課）  30分 

        

（3）地域ぐるみの取り組み                 

  ・里山をまるごと自然再生する市民活動 及川ひろみ（宍塚の自然と歴史の会）30分 

 

（4）自由討論 20分                     

 

昼食 12：00～12：30 

 

第 2部 ポスターセッション   

展示発表 12：30～14：00、14：50～15：10 

・シナイモツゴを守る農業者の取組み：吉田千代志（シナイモツゴ郷の米つくり手の会） 

  ・小学生が参加するシナイモツゴ里親制度：二宮景喜・浅野功（シナイモツゴ郷の会）        

・アメリカザリガニ捕獲用装置と器材 

：長谷川政智・久保田龍二・根元信一・高橋清孝（シナイモツゴ郷の会） 

  ・アメリカザリガニの有効利用 

        魚醤など加工品の開発：坂本 啓（シナイモツゴ郷の会） 

美味しい料理とレシピ：佐々木亜利砂・藤原侑己（宮城大学） 

  ・伊豆沼上流ため池群における池干しによるオオクチバス駆除 

；三塚牧夫（ナマズのがっこう） 

（ポスター発表 10～20題 自由課題一般募集） 

 



 

 

 

第 3部  侵略的外来種の総合的防除   14：00～17；15 

                   座長 高田昌彦(琵琶湖を戻す会） 

（1）基調講演 

 ・侵略的外来種の防除と生物多様性の保全 西川 潮（金沢大学）      30分 

  

 （2）アメリカザリガニ影響と対策 

・アメリカザリガニ防除の必要性と効果的手法 

：久保田龍二・高橋清孝（シナイモツゴ郷の会） 20分 

◎休憩 （ポスター発表）                        20分 

・アメリカザリガニ防除と昆虫類の保全 

：西原昇吾（中央大学）・苅部治紀（神奈川県博物館）         20分 

・アメリカザリガニを捕食する魚類：森 晃（小山市）            15分 

・人工藻によるアメリカザリガニ幼体の捕獲；長谷川政智（シナイモツゴ郷の会 15分 

・公園池におけるアメリカザリガニ防除の取り組み 

：片岡友美（生態工房）・天野隆雄（三ッ池公園水辺クラブ）20分 

 

（3）全国的な連携で取り組む外来種防除： 

 半沢裕子（手賀沼水研・ノーバスネット）10分 

             

（4）侵略的外来種の効果的な対策（コメンテーター講評）        15分 

                  藤本泰文（宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団）              

 

（5）総合討論  座長 小林 光 （ノーバスネット）              30分 

 

*全体進行 門間忠良(シナイモツゴ郷の会） 


